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two-scalar場の場合での 
ガリレオン重力理論における 
ド・ジッター解の解析 



宇宙の加速膨張 
 

２つの時期 

 初期⇒インフレーション 

 現在⇒ダークエネルギー 

 

 

 

 

一般相対性理論＋標準の物質⇒加速膨張を説明でき
ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(WMAPより) 



宇宙の加速膨張を説明する 
アプローチ 

 𝐺𝜇𝜈 = 8𝜋𝐺𝑇𝜇𝜈   

Ⅰ．右辺を変更する 

   ⇒Λ CDMモデル、ダークエネルギーなど 

Ⅱ．左辺を変更する 

⇒一般相対性理論の修正（例．ｆ(R)重力理論、ガリ
レオン重力理論） 

Ⅱの手法で加速膨張を説明する 

Ⅱ←太陽系近傍の観測から強い制限を受ける 

ガリレオン重力理論は、この問題を回避 

                                    （Vainshtein機構） 

 



ガリレオン重力理論 

 ガリレオン重力理論＝場の方程式において、重力場と
スカラー場の微分が２階以下のみのスカラーテンソル重
力理論の総称 

G-inflation (Tsutomu Kobayashi, Masahide Yamaguchi, Jun’ichi 
Yokoyama) 

 ガリレオン重力理論を使って、新しいインフレーショ
ンモデルの構築 

 

 

 

インフレーション解(ド・ジッター解)があるとわかってい
る作用        ガリレオン場⇒ 

・・・① 



２つのガリレオン場 
 素粒子統一理論→複数のスカラー場を示唆 

 本研究→２つのガリレオン場における解析をする 

解析する作用 

 

 

 

 

            ，     

一様等方宇宙を考える。⇒ 

平坦な一様等方時空のメトリック 

⇒ 

                  



 基礎方程式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とすると、 

ド・ジッター解を考えるために とする。 



 まずガリレオン場１つの場合のド･ジッター解を再確
認、安定性の確認 

←２つにした場合と比較するため 

                  

で解析 

⇒ 



 ２つのガリレオン場が共存していて、インタラク
ションが無い場合←解析は途中 

                

        



まとめと今後の課題 

まとめ 

①今回は２つのインタラクションの無いガリレオン
場を考えた 

② この時、１つのガリレオン場のみを考えた時には
無い解を発見 

 

今後の課題 

① まとめ①の場合の解析の続行 

②解のダイナミカルシステムを考える 

③作用に２つのガリレオン場の相互作用項を入れて
解析  例、 

 
、 

※ 



ご清聴ありがとうございました 


